
78 人工呼吸 :12巻 l号

一一人工呼吸関連機器:ユーザーのレポー卜

Termination Sensitivity機能を備えた VIP-BIRDに期待するもの

長野県立こども病院新生児科 田村正徳

閉塞性気道病変を伴った疾患やRDS回復期では、

新生児でも fightingやautoPEEPを生じることが稀

ではなく、患者の苦痛とbarotraumaを軽減するた

めにも、 patienttriggered venti lation(PTY);が

可能な機種の出現が待ち望まれていた。近年やっ

と新生児領域でも patient triggered ventila 

t ion (PTY) の名称に値する人工呼吸器が市場に出

回るようにな った。手ムはそのうちでもterminatio

nsensitivity機能(TS)を備えたYIP-BIRDに特に

期待している。TS機能とは、患者の吸気の終了を

認識する機構で、例えばトリイジョy感度を15%に設定

すれば、吸気流速が最大吸気流速の15%まで低下し

た時点で吸気補助は終了し、呼気相に切り替わる。

YIP- B IRDで は、ト ミ ì{ ~ l~感度 は 0-25% ま で 5 % きざ

みで設定出来る。そ こで、 7 'JA ト感度と 9-i ì{ ~l~感

度を適切に設定すれば、患者は、吸気の開始時だ

けでなく終了時も自分で決定できることになる。

すなわち"息を吸いたいときに吸い、はきたいと

きにはける"わけである。これが、単なるSIMYと

決定的に違う点である。さらにTS機能により、頻

回呼吸時にも autoPEEPやl/E比逆転が発生しにく

く、 barotraumaの防止が期待される o

nλト感度とPーはイジョン感度を適切に設定すれば、

fightingが確実に減少する。Weaningも基本的には

気道内圧のみを下げていくだけでよいので非常に

単純で、容易であり、抜管までの時閣の短縮が期

待できる。FLOWセンサーが小型軽量で感度の微調

節が正確にでき、応答時間も短いので超未熟児の

wean ingにも十分利用できる。PressureRel ief機

構もし っかりしているので、 fighting時や頻呼吸

時の気道内庄のovershootやautocycleも発生 し難

L、。

適切な7'JAト感度とトリイジョン感度の設定にあたって

は、附属t7・ :h~の BIRD Graphics Monitorでの気

道内圧波形のモニタ←が有用である。

J/7刊7iJ..と気道抵抗を体重1kg低体重児に相応

するように調節した人工肺にYIP-BIRDを装着し、

TS機能の効果を評価した。図は、上から患者口元

気道内圧・換気流速・胸腔内圧・人工肺内圧の同

時記録である。図 I、2はそれぞれ、トリイジョン感

度をoffにした場合と 25%にした場合である。TS機

能を作動させることにより、肺内での吸気の陽圧

時間が大幅に短縮されるが、換気量の減少は軽度

である ことが分かる。これはbarotrauma防止の観

点からは望ましいことだが、逆にJ/70 '7イ 7ï~が非常

に低下 した肺や、肺胞毎に時定数のばらつ きの大

きい病態では、酸素化能が低下する可能性もある

ので、慎重に用いる必要がある。現時点では、我

々はfightingを起こしやすい児やweaning時に限 っ

てTS機能を活用している。
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VENTILATION OF INFANT AND PEDIATRIC 

新生児領域で初めて、
ターミオ、ーションセンシィティビティモードを装備
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フローシンクロシステム .小児用に特別に設計したプレッシヤーサポート

コンテニュアスフロー/テ‘マンドフローシステム ・リーク補正システム

ジェットベンチユリーシステム ・高感度、高速サーボシステム

気道内圧増加に対する万全な安全システム .正確な換気
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